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介 護 保 険

ほけん課 介護保険係　☎ 22-3145

介護保険料が変わります（介護保険のしくみ）

　
護
保
険
制
度
は
、40
歳
以
上
の
人
が
加
入
者
と
な
っ
て

介
護
保
険
料
を
納
め
、介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ
た

時
に
費
用
の
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を
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払
っ
て
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ー
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で
き
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組
み
で
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ー
ビ
ス
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用
す
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・
し
な
い
に
か
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わ
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ず
、
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以
上
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べ
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が
加
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す
る
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と
に
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す
。

　

保
険
料
は
３
年
間（
平
成
30
年
～
32
年
度
）の
事
業
費
を
推

計
し
、50
㌫
を
公
費（
国
、県
、市
負
担
）、50
㌫
を
40
歳
以
上
の

被
保
険
者
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介

●平成 30 ～ 32 年度の介護保険料（基準額） 年額 68,400 円（月額 5,700 円）

段階 対象者 保険料率

第 1 段階 世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額※ + 課税年金収入額が８０万円以下の人　等 0.45

第 2 段階 世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額※ + 課税年金収入額が８０万円超１２０万円以下の人 0.75

第 3 段階 世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額 + 課税年金収入額が１２０万円超の人 0.75

第 4 段階 世帯のだれかに市民税が課税されているが本人は市民税非課税で、
前年の合計所得金額※ + 課税年金収入額が８０万円以下の人 0.9

第 5 段階
（基準額）

世帯のだれかに市民税が課税されているが本人は市民税非課税で、
第４段階以外の人 1.0

第 6 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額※が１２０万円未満の人 1.2

第 7 段階 本人が市民税課税で、
前年の合計所得金額※が１２０万円以上２００万円未満の人 1.3

第 8 段階 本人が市民税課税で、
前年の合計所得金額※が２００万円以上３００万円未満の人 1.5

第 9 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額※が３００万円以上の人 1.7

●平成 30 年度の段階別保険料率と保険料
年額

30,780 円

51,300 円

51,300 円

61,560 円

68,400 円

82,080 円

88,920 円

102,600 円

116,280 円

65 歳以上の介護保険料（基準額）

※ 合計所得金額とは、収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除をする前の金額
です。「合計所得金額から長期譲渡所得に係る特別控除額」を控除した金額を用います。

65 歳以上の人は
第 1 号 被 保 険者

40 ～ 64 歳の人は
第 2 号 被 保 険 者

保険料は、基準額をもとに所得
や課税状況に応じて決められ
納めます。

サービスを利用できるのは、介
護や支援が必要であると認定
された人

保険料は、加入している医療保
険の算定方式により決められ、
医療保険と一括して納めます。

サービスを利用できるのは、特
定疾病により介護や支援が必
要であると認定された人
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4 月 6月 8月 10月 12月 2月

10,400 円 10,400 円 11,900 円 11,900 円 11,900 円 11,900 円

●第５段階（基準額：68,400 円）の一例（仮徴収の金額により本徴収の金額が変わります）

仮徴収 本徴収

 前年の所得をもとに算出した保険料
から、仮徴収（４月・６月）を除いた額
を８月から翌年 2 月の年金支給月に
納めます。

平成 30 年度 介護保険料の納め方

●保険料の変更
　 特別徴収の方は、平成３０年８月納期限保険料から変更されます。受給している年金額により納付方法が

異なります。７月下旬に発送する介護保険料納入通知書で確認を行ってください。
●特別徴収と普通徴収、どっち？
▷年金の年額が 18 万円以上の人→特別徴収（年金からの天引き）
▷年金の年額が 18 万円未満の人→普通徴収（納付書払い）
※�１８万円以上の方でも年度途中で 65歳になったときや住所異動、年金が一時差し止めとなった場合など、普通徴収
になる場合があります。

　

平
成
30
年
８
月
か
ら
、65
歳
以
上
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
ご
利
用
の
方
で
特
に
所
得
が
高
い
方
は
、利
用
者

負
担
割
合
が
３
割
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、利
用
者
負
担
の
上
限
額（
４
万
４
４
０
０

円
）を
超
え
た
分
は
、申
請
す
る
と
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
と
し
て
後
日
支
給
さ
れ
ま
す
。な
お
、支
給
限
度

額
を
超
え
た
利
用
者
負
担
分
や
、食
費
・
居
住
費
等
は

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

介護保険の事業費は年々増加・・・・

H18

　第１号被保険者の増加で、介護保険
事業費は年々増加しています。
　平成１８年度事業費は１７億円で
あ っ た も の が、 平 成 ２ ２ 年 度 に は
２１億円を超え、平成３０年度では
３４億円になっています。平成３７年
度は高齢者人口の減少により３３億円
程度の試算も出ています。
　全国的な人口減少と高齢化率の伸展
が続く中、介護保険制度の役割や地区
サロン、介護予防への取組みが重要と
なります。

阿蘇市の介護保険事業費と 65歳以上の割合の推移
（億円） （％）

利用者負担
の割合

対象者

３割

（Ｈ３０．８～）

以下の①、②両方に該当する場合
①本人の合計所得金額※ が２２０万円以上
② 同一世帯にいる６５歳以上の方の「年金

収入＋その他の合計所得金額※ 」が、
　（単身の場合）３４０万円以上
　（２人以上世帯の場合）４６３万円以上

２割

３割の対象とならない方で、
①本人の合計所得金額※ が１６０万円以上
②同一世帯にいる６５歳以上の方の「年金収入
＋その他の合計所得金額」が、
　（単身の場合）２８０万円以上
　（２人以上世帯の場合）３４６万円以上

 １割 上記以外の人

65
歳
以
上
で
特
に
所
得
が
高
い
人
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
割
合
が

３
割
に
な
り
ま
す

H18 H20 H31H30H29H28H27H26H24H22 H32 H37
介護事業費 高齢者率
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